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胸に刻む沖縄の教訓 
6月23日 沖縄「慰霊の日」。玉城デ二―知事の平和宣言。徳元穂菜さんの平和の詩。 
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6/23朗読する徳元さん（ＴＶ報道より） 

 

こ
こ
沖
縄
は
、
先
の
大
戦
に

お
い
て
、
一
般
住
民
を
巻
き
込

み
、
史
上
ま
れ
に
み
る
苛
烈
を

極
め
た
地
上
戦
の
場
と
な
り

ま
し
た
。 

 

鉄
の
暴
風
は
20

万
人
余
り

の
尊
い
命
を
奪
い
去
り
、
貴
重

な
文
化
遺
産
や
緑
豊
か
な
自

然
を
破
壊
し
ま
し
た
。
・・・ 

 

戦
争
の
不
条
理
と
残
酷
さ
を

実
を
持
っ
て
体
験
し
た
県
民

は
、
・・・ 

 
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
ロ
シ
ア
の

侵
略
に
よ
り
、
無
こ
の
市
民
の

い
の
ち
が
奪
わ
れ
続
け
て
い
ま

す
。
美
し
い
街
並
み
や
自
然
が

次
々
と
破
壊
さ
れ
、
平
穏
な
日

常
が
奪
わ
れ
、
恐
怖
と
隣
り
合

わ
せ
で
生
き
る
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
状
況
は
、
77

年
前
の
沖
縄
に
お
け
る
住
民

を
巻
き
込
ん
だ
地
上
戦
の
記

憶
を
呼
び
起
こ
す
も
の
で
あ

り
、
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
衝
撃

を
受
け
て
お
り
ま
す
。 

 

・・・ 

平
和
な
社
会
を
創
造

す
る
た
め
に
は
、
国
際
社
会
が

連
帯
し
、
多
様
性
や
価
値
観
の

違
い
を
認
め
合
い
、
対
立
や
分

断
で
は
な
く
、
お
互
い
を
尊
重

し
、
対
話
を
重
ね
、
共
に
平
和

を
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
、
今

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
・・・（全
文
は
、

沖
縄
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
） 

地
上
戦
か
ら
77
年
「
慰
霊
の
日
」
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式 

玉
城
デ
ニ
ー
知
事
の
『
平
和
宣
言
』
（抜
粋
） 

6/23玉城デニー知事が
平和宣言（ＴＶ報道） 

【
遠
藤
れ
い
子
・
平
和
を
願
っ
て
】
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
な
ど
を
口
実
に
「
防
衛
費

を
増
額
」
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
整
備
」
「
憲
法
９
条
に
自
衛
隊
を
明
記
」
な
ど
、
自
公
政
権
は

声
高
に
叫
ぶ
。
し
か
し
、
「
武
力
に
武
力
」
で
は
世
界
の
軍
備
拡
大
競
争
に
拍
車
が
か
か
る
。 

 

日
本
国
憲
法
前
文
は
「
全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
れ
、
平
和
の
う
ち

に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
」
９
条
で
「
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て

は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
」
と
明
記
し
て
い
ま
す
。
第
二
次
大
戦
の
教
訓
を
今
こ
そ
胸
に
！ 

 ６月21日からウイーンで「核兵器
禁止条約締約国会議」が開催された
が、日本政府は不参加。 
 唯一の被爆国として参加し、核兵器
廃絶のリーダーになるべし！と願う 


